
  

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新 着 図 書 よ り 

自身の経験と事件を紡ぎ合わせて書き綴られたノンフィクション 

『再生 西鉄バスジャック事件からの編み直しの物語』 
（I-1-89 山口由美子 著  岩波書店） 

２０００年５月、当時１７歳の少年によって引き起こされたバスジャック事件で親交の深かった恩人を亡

くし自身も重傷を負った著者が、事件後の気付きと葛藤を経てどのようにして前を向き生きてきたかが

穏やかな筆致で綴られています。複雑な思いを抱えながら、加害少年はじめ事件にまつわる様々な人たち

との接触を経て、人生が大きく変化していきます。最終的に「子どもたちの居場所」を作る活動 “不登校

の子どもの居場所「ハッピービバーク」” 開設へと邁進したその原動力とは？ 

事件の記録に留まらず、犯行に至るまでの経緯と心理・心のケア・少年犯罪、そして社会全体のあるべき

姿について深く考えさせられる内容となっています。 

啓蒙思想は海賊の理想郷 “リバタリア” から！？ 

『啓蒙の海賊たち あるいは実在したリバタリアの物語』 
（J-3-98 デヴィット・グレーバー 著  酒井隆史 訳  岩波書店） 
本書では１７世紀から１８世紀にかけてマダガスカル島東海岸に海賊たちが築いた「ザナ・マラタ」と呼ば

れる混血コミュニティに焦点を当てています。グレーバーはヨーロッパから来た海賊が現地女性と結婚し、

奴隷制を廃止した民主主義の先駆けとなる平等社会を実験的に構築したと論じます。  
自由や平等の理念、国家や民主主義をめぐる議論 ── 近代知の起源とされる「啓蒙思想」はヨーロッ

パ貴族のサロンではなく、じつはマダガスカルの海賊と女性たちの社会実験によって創造されたのではな

いかという大胆な仮説を探求しています。グレーバーの生前最後の著作であり通説を覆す新たな視点で、

歴史や政治の常識に疑問を投げかける一冊です。 

 

令和８年を迎え、今年も人権センターでは皆様に人権について考えるきっかけとなるよう

な図書や資料をご紹介してまいります。この図書だよりが、多様な情報に触れ、新たな視点

を発見するための一助となれば幸いです。皆様の日常に寄り添い、心を豊かにする図書と

の出会いを願って、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

図書は一度に５冊まで、DVD も一度に５本まで、貸出日と返却日を含む最長１５日間借り

ることができます。直接人権センターにお越しいただくか、お電話・FAX・メールにてお申し

込みください。 

発行：四日市市人権センター 

TEL.354-8609 FAX.354-8611 

jinkencenter@city.yokkaichi.mie.jp 
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『健康で文化的な最低限度の生活』は 13巻まで、 

『ケーキの切れない非行少年たち』は 11巻まで蔵書がございます。 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひとりひとりと向きあい考えることの大切さ 

『ケーキの切れない非行少年たち』 
(8)        

（I-5-16 宮口幸治 原作  鈴木マサカズ 漫画  新潮社） 

 精神科医の六麦は少年院で知能に問題がある

少年少女たちと向き合っています。第８巻では

特に２つの異なるケースに焦点が当てられてい

ます。  

・羽野晃のケース : 知的障害を抱えながらも更

生を目指していた羽野晃が、非行を繰り返し少

年院に再入院してしまいます。六麦は彼の非行

の根本的な原因と解決方法を深く探求します。 

・大西瑠花のケース : 恋人から覚醒剤を教え込

まれ薬物に依存していく少女、大西瑠花。彼女

の陥る先に何があるのか、その過程を通じて生

きづらさを抱える若者たちの現実を浮き彫りに

します。  

本作は単なる非行の話ではなく「頑張りたく

ても頑張れない」人々が社会で直面する生きづ

らさをテーマに、私たちに何ができるのかを考

えさせられます。 

 

『健康で文化的な 
最低限度の生活』(13) 

（J-5-307 柏木ハルコ 著  小学館） 

生活保護ケースワーカーの義経えみるが勤め

る東京東部一帯は、台風により大規模な水没被

害に見舞われます。えみるは救助した被災者・笹

原香の不可解な言動に困惑しながらも、公務員

として避難所の運営という困難な職務に直面し

ます。 災害という極限状況の中、生活保護を巡

る様々な問題が浮き彫りになり、えみるは制度

と被災者の現実の間で葛藤します。 

丁寧な取材によって描かれた、壮大なスケー

ルと張り詰める緊迫感。自然災害が多い日本の

生活保護の実態に迫り、災害時の公的支援のあ

り方や多様な人々が共生する社会の公共性につ

いて問いかけます。 

災害禍での生活を守る 

新着図書 １1・12月 漫画作品 
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